
バンコク

「新型コロナウイルス感染症危機の対応策：バンコクモデル」



「新型コロナウイルス感染症危機に対
応するバンコクモデル」について、お
話しさせていただきます。

こちらが本プレゼンの概要です。

バンコクにおける新型コロナウイルス
感染症の概要を説明します。
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バンコクにおける新型コロナウイル
ス感染症爆発には、3つの波がありま
した。
第1波は2020年2月から2020年12月ま
で。
ボクシングの試合、娯楽施設、ナイ
トクラブおよび国外からの帰国者が
発生源でした。
バンコク都は、タイ第1の都県として
バンコク地区で部分的ロックダウン
を発令しました。
その後、タイ政府が全国的ロックダ
ウンを発令しました。
第1波の初期段階では、タイではコロ
ナに特化した治療法がなく、患者は
成人と高齢者の集団に発生したため、
死亡率は最高で4％となりました。
その一方、娯楽施設などは臨時休業
が続き、祝祭行事は禁止されました。
ロックダウンは2020年7月1日に緩和
されました。

第2波は2020年12月の中旬に始まりま
した。
第2波の震源地は、サムット・サー
コーン県の海産物市場です。
この県は首都バンコク近郊の海岸部
にあり、労働者の大半は出稼ぎ労働
者でした。
その後、流行はバンコクの広い範囲
に広がりました。
このためバンコクは2021年1月から2
月にかけて、第2波に見舞われました。
初期段階では、濃厚接触者でのみ感
染が確認されていたので、感染爆発
は制御可能とみられていましたが、3
月上旬より、デルタ株が急速に拡散
したため、またもや感染爆発の第3波
に見舞われました。
陽性者の95％がデルタ株に感染した
ことが確認されています。
また 全ての病院が満床となり、感
染抑制に問題が生じました。
このため、軽症患者または重症化リ
スクのない人は、自宅または病院で
隔離および治療されました。
診療ガイドラインを全国で実施し、
抗ウイルス薬ファビピラビルを、な
るべく早くあるいは感染確認後4日以
内に投与するとしました。
投与後、2021年7月には罹患率および
死亡率が急速に低下していることが
確認されました。
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患者を年齢別にみると、生産年齢人口
の患者が最も多く、男女差はありませ
んでした。

年齢および性別で分類すると、第3波で
は小児が最も多く感染しました。
これはワクチン接種をしていなかった
ためです。

第1波から第3波までの全患者に占める
外国人の割合は約7％でした。
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感染爆発の第1波では、国外からの帰国
者が10％におよびました。
一方、第2波はサムット・サーコーン県
の出稼ぎ労働者に発生し、第3波では全
体に流行が広がったことが分かります。

第3波ではバンコクに多くの感染者が発
生し、死亡者数が劇的に増加しました。
バンコクではロックダウンを発令し、
国の基準に従って患者を看護する体制
を整備しました。
また自宅隔離および地域隔離を実施す
るガイドラインを作成し、同時にワク
チン接種の迅速化も図りました。
バンコク当局は他に先駆けて移動ワク
チン接種班を設置し、外国人労働者も
いる市場などの地域住民にワクチンを
接種しました。

首相をセンター長とする新型コロナウ
イルス感染症状況管理センターを設立
し、センターは地方当局と政府機関が
合同で運営しています。
その目的は、感染爆発を抑制して感染
を濃厚接触者に留め、病床数に余裕が
出るまで軽症者を看護することです。
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第3波の詳細図です。

データを収集し、バンコク市内の感染
クラスターをモニタリングしました。

計221件の大規模クラスターが発生しま
した。
バンコク都は感染抑制策を継続しまし
た。
積極的な陽性者特定と定点観測調査を
実施し、共同患者紹介システムを提供
し、ワクチンの3回接種の完了を急ぐと
ともに社会的および法的手段を確立し
ました。
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バンコクが新型コロナ感染症を克服す
るために準備した6つの対応策を示して
います。

感染抑制のための組織体制です。

首相を議長とする統合疾患抑制委員会
です。
各区には統合計画に従って行動する下
部組織である共同チームもあります。
地域で発症者が出た場合、医療従事者
が連絡を受け、速やかにあらゆる手段
を取ることができます。
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50区の地域社会で積極的な陽性患者特
定を続けてきました。
死亡率を低下させるため、特定された
患者を速やかに紹介するシステムを作
りました。
症状は3つのレベルに分類しました。
レベル1：無症状または重症化リスクの
ない軽症患者には、自宅隔離（HI）ま
たは地域隔離（CI）の実施を勧告。
レベル2：重症化リスクのある軽症患者
には、ホスピテル滞在または仮設病院
入院を勧告。
レベル3：中等症患者には入院を勧告。

現在は、予防、積極的な陽性者の特定
および疫学的制御を実施しています。

定点観測調査システムは、各地域で継
続中です。

8



バンコクでは外国人および地方出身者
を含む全ての人を対象に、新型コロナ
無料迅速検査サービスを提供してきま
した。

バンコクでは地域社会、職場、工場や
市場および建設現場で、健康診断サー
ビスの提供を続けています。

集団発生の調査と抑制を、特に大規模
クラスターに対して実施しています。
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地域コミュニティでの感染爆発調査中
の写真です。

これらは陽性者を確定した場合に取る
対応を示したものです。
まず濃厚接触者を迅速に救済できるよ
う追跡します。
これは予防としての治療という考え方
です。
その際、濃厚接触者は必ず検疫隔離し
なければなりません。

バンコクでは、有効な検疫隔離施設が
ない場合、無料の検疫隔離施設を14日
間提供し、2回の無料PCR検査を実施し
ます。
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